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常
磐
線
設
孫
子
・
取
手
間
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昭和45年 5汚約裂のお麟い

需工の毒事ヨ震が円滑におこなわれるには、

やはりみなさFんのご協力がなくてはで

き?ません。陪J主主はきめられた期間内に
絞めるようお願いします

今
ま
で
綴
僚
に
も
わ
た
っ
て

お
知
ら
ぜ
し
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
陪
新
訳
建
設
に
お
い
て
は
、

約
発
絞
め
渡
合
い
に
も
間
関
係
し

て
く
る
も
の
で
、
蜘
吋
匂
減
、
亭

耐
用
担
割
開
肌
勃
眠
時
協
に
つ
い
て
鋭
滋
州
問

カ
敬
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で

す。
そ
も
そ
も
こ
の
節
媛
に
つ
い

て
は
、
昭
和
一
ニ
十
総
和
小
に
縮
問
品
献

に
縁
者
か
け
て
か
ら
、
は
や
十

匁
の
伊
丹
が
持
続
て
し
ま
い
ま
し

〈
〉
努
鴨
期
務
然
防
比

O

品
庁
四
小
神
代
後
之

制
相
手
ジ
オ
を
開
聞
い
て
い
る

と
会
激
務
紋
湖
町
げ
か
十
万
八
日

で
一
万
二
千
人
を
と
し
た
と

い
う
ぷ
ュ

I
R
が
入

?
h向。

来
年
よ

9
一一一七七
H
H
も日
γ
〈

一
万
一
一
千
人
た
と
し
た
そ
う

だ
。
十
月
五
日
立
勺
の
ゴ
間

平
均
柑
抗
議
開
問
十
三
人
だ
ウ
た

の
が
念
総
災
逸
出
品
念
迷
殺
が

始
ま
っ
た
終
然
、
吋
況
に
一
一
一

十
九
人
に
落
ち
た
。

や
っ
ぱ

P
み
ん
な
が
総
意

一
す
る
と
少
し
は
務
紋
が
へ
る

一
と
い
う
と
と
だ
。

…
咋
見
通
事
訟
が
年
々
ふ
え
て

来
春
の
開
業
目
標

たり
と
申
燃
に
お
い
て
は
、
我
帽
悌

子
中
学
校
自
火
筒
撃
に
よ
9
蜘吋

は
帥
間
協
際
的
引
に
非
常
に
窮
地
に
お

い
こ
ま
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
後
昭
和
閥
十
二
匁
十
月
二
十

六
日
片
町
は
髭
欽
体
障
裁
に
対
し
、

出
掛
絞
殺
後
vh
樹
附
す
る
諮
嗣
問
品
簡
を

一
再
度
提
践
し
ま
し
た
。
翌
年
一
一
一

月
の
滋
和
問
間
十
一
一
一
勾
芳
一
…
限
定

例
町
轍
融
会
に
お
い
て
、
滋
品
開
問

題
対
策
糊
開
後
特
別
委
員
会
を
設

い
る
が
、
な
か
で
も
歩
行
緩
め

本
耕
慌
が
多
い
そ
う
だ
。
ま
た
子

供
枚
、
向
間
総
街
中
に
采
っ
て
い
て

事
故
に
あ
ろ
う
こ
と
が
あd
い
ら

，、
0

1

・v今年
の
今
春
ぼ
く
が
宿
題
を
し

て
い
た
ら
吋
キ
l
v
」
と
い
う

音
が
し
た
。
び
?
く
号
し
て
燃

て
み
る
と
率
四
ス

9
ッ
ヅ
し
た

為
と
が
あ
っ
て
、
少
し
む
こ
ち

的
道
路
で
サ
イ
タ

p
y
F
を
渓

し
ん
で
い
た
ら
自
動
率
一
お
で

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
の
遂
な
む
に
、

っ
ち
を
す
る
人
の
段
齢
制
点
が
、

満
期
争
遂
・
ぎ
て
い
っ
た
。
ぼ
く
た

ち
は
、
僚
の
あ
ぜ
遂
へ
一
向
仰
い
転
窓

安
の
争
入
れ
て
よ
け
た
が
、
も

母
す
ど
い
士
山
け
れ
W
9叫ん、同開
mv

叫
裁
は
サ
イ
タ

?
Y
グ
喰
ん
よ
う

の
滋
勺
、
察
勢
車
が
通
れ
な
く

に
タ
タ

γ
ー
と
ま
が
っ
た
由
陪
転

寝
が
た
お
れ
て
い
た
α

と
な
9
の
お
ば
さ
ん
が
「
け

ん
ち
令
ん
が
け
が
を
し
た
む

よ
L

と
い
っ
た
。
泌
を
よ
く
ゑ

て
み
る
主
血
が
ポ
タ
ポ
タ
務
ち

て
い
た
。

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
そ
れ
か
ら

長
い
間
入
践
し
た
。
こ
の
問
問
、

党
主
叫
時
と
一
一
一
人
で
奈
加
同
期
問
ぞ
い

し
た
ら
一
ど
ん
な

と
怠
っ
た
。

開
帆
惜
別
の
描
開
汁
出
筏
の
滋
践
は
、

向
同
職
削
減
刊
か
ど
品

Y
ピ
ュ

γ
主ぱ悼

す
自
で
、
災
臨
判
に
特
り
く
に
も
と

わ
い
。
い
ち
ば
ん
い
い
ガ
淡
凶
M

W

瑚
を
広
げ
れ
ば
い
い
母
だ
が
‘

す
ぐ
に
は
で
脅
そ
う
に
も
な
い

の
で
、
そ
れ
が
で
脅
る
ま
で
務

総
臨
時
の
間
だ
け
遂
縫
合
喰
い
げ

ん
し
て
、
安
全
に
閥
抗
品
物
げ
か
で

寄
る
よ
与
に
す
れ
ば
い
い
と

添
い
ま
ず
。

ぼ
く
が
、
も
し
後
唱
期
大
間
以

と
い
う
の
が
φ

ぬ
っ
て
、
な
っ

た
・
・
と
し
た
ら
、
人
せ
ん
よ
う

の
滋
食
品
乱
開
闘
の
市
町
村
に
作

る
。
変
滋
薬
品
蹴
も
な
く
な
る

し
み
ん
な
の
足
が
議
く
な
る

か
ら
だ
。

袋
孫
子
で
は
、
参
同
日
前
。

閥
抑
留
に
自
転
壌
と
入
浴
附
川
の

滋
一
家
持
げ
る
a

ぼ
く
た
ち
は
a

向
関
紙
織
に
ゆ
ち
た
く
な
る
主

そ
の
道
へ
出
向
て
絞
る
。
小
さ

な
子
供
た
も
は
、
一
一
一
検
出
平
に

祭
っ
て
遂
で
遊
ぶ
、
国
民
品
刊
は

也
財
務
総
の
滋
ら
な
い
筏
で
全

部
で
き
る
よ
う
に
す
る
u

そ
う
す
れ
ば
う
ば
取
も

変
心
し
て
、
お
し
て
行
く
こ

と
が
で
き
る
。
夜
通
事
故
で

死
ぬ
人
も
ず
っ
主
少
な
く
な

る
だ
ろ
う
。

品
付
胡
識
の
絞
で
す
の
で
、
尉
円
で

は
こ
の
間
航
に
議
せ
る
も
れ
り
は
火

き
く
、
す
で
に
入
藤
さ
れ
て
い

る
減
品
作
品
料
の
総
宅
公
開
聞
は
じ
め

高
野
山
閥
、
液
晶
仇
柑
冊
子
、
ザ
六
五
台

下
ケ
戸
、
都
銀
、
間
同
島
知
戸
、
袋

線
、
鳴
門
山
地
区
の
ガ
も
籾
滋
判
明

悶m
で
き
み
も
の
主
用
品
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
滅
後
も
な
お
進
ん

で
い
る
新
釈
間
周
波
柏
市
借
地
造
成

町
抗
措
同
一
整
理
事
業
主
治
地
時
間
約
ハ
樹
齢

後
叫
削
減
収
判
銘
)
等
由
設
僚
が
み
時

い
ま
っ
て
、
葬
品
敢
に
住
み
よ
い

住
宅
地
に
な
る
と
K
M
m総
策
さ

れ
た
わ
け
で
す
。

北
拍
貨
物
駅
開
業

我
孫
駅
は
手
・
小
荷
物
だ
け

静
的
終
的
締
約
・
特
品
市
開
子
駅
酬
捌
に

建
設
中
で
あ
9
ま
し
た
北
始
祭

物
叡
は
、
+
山
内
る
問
問
料
月
八
日
に
知
市

成
火
を
行
な
い
十
日
か
ら
悌
治
的
初

を
削
附
仏
附
し
ま
し
た
n

と
の
泳
綴
特
別
物
際
的
関
祭
に

伴
い
、
設
孫
子
阪
で
の
後
品
抑
制
刈

樹
棋
の
微
熱
舗
は
な
く
な
号
、

rベ

て
北
総
然
物
釈
で
掛
民
俗
阜
の
入
れ

し
か
し
、
従
前
か
九
時
抗
争
議

っ
て
お
争
ま
し
た
円
心
寸
法
物
・
小

荷
物
に
つ
い
て
は
今
ま
で
滋
り

数
派
子
奴
で
も
銭
い
ま
ナ
。

と
れ
に
よ
り
袋
孫
子
駅
は
伸
明

海
中
専
用
問
仇

ιな
っ
た
わ
け
で
、

混
在
建
築
小
舟
獄
舎
は
銘
淡
持

に
は
モ
ダ

γ
で
き
れ
い
な
機
ふ

閥
抗
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す。

毒装友会で銭入れ、をする新絞殺j符i是還を削減l母[l，.t}
4誉会主主の喜子主義援i撃さん

努 20.055人前月比193人i首
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死亡 11人 15人 26入
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昨 の入口
i昭和45年:3Jl:3Hミ現在

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

i
タ

読
を
そ
と
に
し
て

民
の
ゆ
る
む
と
き
・
2

・2

門
戸
締
り
、
火
砲

mAV

議
品
ず
む
}

〈発見誌なった ~t 諮焚物馬記〉

問
問
丸
一
日
品
目
で
人
事
国
間
紛
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
ぜ
し

ま
す
ω

な
お
ハ
V

山
内
仲
体
、
問
問
所

開
腕
捌
却
で
す
。

品
問
機
友
一
一
日
企
一
割
室
企
図
調

査
係
支
援
策
広
畑
棺
庶
務
係
主
査

〈
収
総
務
調
整
総
本
…
後
〉
核

品
調
祭
神
田
川
口
湖
北
会
支
防
災
(
導

役
中
文
博
問
炎
)
鈴
木
喜
一
刊
誌
如
却

後
支
部
川
H
N

ハ
後
持
持
湖
問
ヱ
線
美
被

後
兼
設
林
耳
障
主
家
〉

m
m
U協
丹

市
H
務
妨
開
開
発
謀
柴
鶴
岡
土
柏
崎
W

協

同
間
後
期
嶋
務
拙
四
一
院
院
将
司
(
網
開
北
支

所
n
k
v

品
竹
内
総
炎
u
u
滋
注
文
記
間

一
党
ハ
住
民
課
受
付
然
主
滋
〉

場
繰
り
湾
内

役
鴻
細
川
認
料

附
円
必
大
晶
朝
日

手
引
い
い
附
限

割
問
同
知
吋
開
応
酬
即
日

品
民
叫
川
村
楢
慨

Mm

枇
刊
川
一
一
一
ぷ

待

係

M
H
品々

i
-
e

鋭
校
川
明

mr

E
葛
郡
く
一
m
m
H
…
附

O
'
:
:怨
出
会
り
凶
倒
的
判
葉
謀
総
孫
子
・
取
手
間
期
新
銀
出
露
関
断
臨
も
総
決

:
i
o

書
官
凱
締
こ
ぽ
縦
一

o
i
;し
、
去
る
Mm
月
一
一
十
持
続
紋
絞
殺
織
品
ん
に
お
い
て
、
参
議
隊
輸
硝
困
問
・
3
8
・
0

品

髭

日

一

0
・j
皇

室

生

・

衆

議

院

議

長

応

援

妻

美

代

理

〉

地

元

議

:
1
0

義

務

制

Z

o

-

-

:

器
禁
消
費
は
じ
め
室
、
議
長
、
委
総
会
議
長

Z
i
-
-
O

千
千
億
悶
附
内
知

M
O
i
-
-
-自
治
会
炎
、
閣
時
肌
州
関
係
者
な
ど
の
出
同
博
閥
均
も
と
に
総
ぷ
式
が
行

i
i
o

。
:
:
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
関
は
、
却
時
ヱ
式
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
の
緩
i
i
O

o
i
-
鳴
離
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

jasies--:iz--iaili--O
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査主
査
〉

E
島
根
次
久
け
刻
一
線
袋
線

悶
剛
氏
蹄
時
綴
保
険
係
主
査
〈
調
榔
税

務
調
綿
制
稿
係
中
本
綾
V

U

符終端情一↓一日

都
宮
市
同
開
発
議
ハ
回
帰
俊
樹
郎
社
余
同
開

中本愛〕

hu
官
向
田
利
努
H
瞬
時
余
総

〈
後
災
総
仲
間
且
尚
昆
開
主
査
)
就
蹴

鵠間相時縫
H
闘
機
品
林
務
次
潮
岬
後
神
位

和
江
H
会
訴
訟
林
燃
は
狩
臨
時
金

総
新制脱附路間
m
駁
困
問
問
月
一
白
付

羽田附帯封
u
u
収
納
終
期
弘
晶
強
行

総
韓
珊
料
税
調
時
鈴
木
合
制
抑
H
際

金
泌
総
山
川
弘
漢
語
住
民
課
ぷ

中
械
関
投
機
"
"
絞
殺
減
資
桑
島
町
森

守
u
n
都
市
開
開
発
潔
災
都
光
}

詩
俊
民
深
海
老
閤
陣
洋
子
詳
仲
棋

風

μ録
制
川
村
女
子
時
金
面
間
議

菅
井
油
開
甘
仏
語
絵
泌
総
山
山
口
晶
君

智
子
H
住
民
端
部
山
例
措
凶
綾
子
H

郊
術
開
開
発
開
時
中
部
開
き
ょ
ヰ

su

線
数
議
後
波
手
綾
子
計
総
務

課
け
を
剛
院
一
兆
劇
祭
言
滋
会
事
務
局

小
品
特
利
江
日
教
官
開
帯
型
員
会
終

弁
綾
子
H
保
育
開
国
神
岡
妙
子

苦
保
管
関
脱
税
閥
均
静
子
制
担
保
育

閣
議
九
労
後
器
削
附
W
約
機
蛸
期

間
間
競
叫
ん
知
子
帯
保
育
園
間
川
mm続
放

際
討
議
申
府
開
発
説
中
高
添
絞
句

協
中
賄
側
関
内
滞
緩

次
の
人
達
が
滋
絞
さ
れ
ま
し

た
。
災
い
問
ど
く
ろ
う
さ
ま
で

し
た
。昭和
開
間
十
浪
部
小
公
開
月
十
六
日

品
川
品
門
来
紀
元
主
議
気
工
草
場

陥
務
総
十
一
本
年
一
一
一
月
一
一
一
十
〕

日
付
小
務
総
樹

ma金
一
滋
塗
企
画

調
査
係
友
愛
熟
成
義
広
際
係
主

滋
お
弁
援
母
胃
7
T
Z
M
総
務
縮
問
祭

事
務
小
池
仁
号
長
持
仲
商
工
一
総

主
世
帯
抑
制
官
附
間
関
学
一
一
日
課
税
制
棋

士
ム
事
補



一ヨ
一

1
例
月
一

5
一
か
ね
て
か
ら
建
設
γ
心
事
を
滋
の
方
は
こ
の
緩
滋
を
総
織
し
て

一
め
て
い
た
消
防
務
湖
北
郎
被
続
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
数
A

部隊

一
が
こ
の
程
し
ゅ
ん
工
し
、
い
よ
な
凝
綴
ず
る
務
会
は
滋
樹
制
緩
部
則

一
い
よ
本
日
H

〈
況
月
…
日
〉
か
ら
に
は
数
ゑ
叩
棋
は
お
争
ま
せ
ん
の

締
総
防
総
務
合
側
開
始
す
る
こ
主
に
で
、
入
ス

i
o一
一
九
殺
な
脳
機

J
d

な
れ
ツ
ま
し
た
。
し
て
談
後
本
遂
に
欄
常
務
し
て
く

は
と
の
間
後
滑
に
は
十
ぶ
翁
の
だ
語
い
む
と
の
後
緩
竺
帆
慨
に

日
付
絞
災
k
水
そ
う
付
ボ
Y
プ
自
殺
は
佼
え
な
い
畿
日
館
街
時
間
m濃
部
闘
で

持
旗
門
水
一
、
八

0
0立
務
総
、
す
か
ら
篠
も
に
父
録
制
同
職
献
す
る

悩
拙
柄
拘
料
無
線
臨
時
叫
N
V

一
合
が
関
置
と
と
が
で
き
ま
す
。

殺
さ
れ
ま
す
の
で
、
毎
日
開
問
l
五
ま
た
、
繁
急
以
外
の
一
絞
本

一
名
の
絞
員
が
勤
務
し
て
、
議
と
務
践
と
し
て
八
八
:
二
一
一
一
七

一
し
て
滋
北
総
一
弘
に
発
生
す
る
災
蓄
が
架
設
さ
れ
て
お
ち
ま
す
の

一
容
の
予
防
、
普
戒
、
鎮
圧
等
に
で
、
一
般
用
務
に
つ
い
て
は
、

一
あ
た
ち
ま
す
。
一
と
の
混
誌
を
ど
ね
問
問
ね
が
い
ま

一

磁

張

所

へ

の

通

報

施

設

と

し

す

。

手

足

的

不

自

崩

な

い

」

νc
も、

一
て
は
、
緊
急
層
増
詰
(
八
八
局
『
火
災
台
頭
轍
習
を
少
な
な
く
す
先
天
絞
殺
閣
僚
隊
問
、
混
庭
、

一
一
九
時
甘
》
を
家
零
か
ら
移
設
し
る
た
め
に
は
%
な
お
い
て
も
補
間
口
制
緩
郡
れ
な
ど
と
か
、
潟
、
廿
判
、

こ
申
仇
し
た
の
で
、
火
災
そ
の
他
の
防
車
剰
に
岡
県
中
く
知
ら
必
て
い
た
だ
こ
と
ば
の
際
穏
や
ゑ
ま
れ
つ
骨

災
申
暗
に
髄
制
し
て
、
八
八
開
周
区
内
く
と
・
と
が
紋
も
大
切
な
こ
と
で
心
燃
の
間
部
い
お
子
さ
ん
は
、
平

び

i
j
i
-
-
i
I
l
l
i
-
-
a
l
i
i
i
i
i
i
i
i
i
I
l
l
i
-
-
J

…
捌
開
制
朝
間
間
十
叩
立
し
年
度
の
品
料
材
開
①
日
本
的
隅
閥
絞
殺
殺
し
な
い
点
明
快
杭
学
祭
砂
州
協
腕
絞
附
判
然
…
幅
削
…

喝
の
…

zd脚
吋
絞
鶴
岡
敬
次
の
主
お
ち
分
陥
W

林
消
滅
絞
殺
、
お
よ
び
挙
淡
ぬ
制
緩
近
ん
ハ
カ
同
月
以
内
に
闘
開
制
耕
一

…

日

…

次

募

般

常

設

い

た

し

ま

す

。

絞

殺

。

し

ゃ

山

総

4

宮
州
、
ハ
ぷ
半
身
、
…

線
一
主
機
一
線
お
よ
び
欝
李
総
人
③
掛
川
関
一
以
上
mw
斜
即
応
終
せ
ら
れ
制
緩
糖
、
家
弘
樹
齢
跨
タ
テ
ム
ハ
阻
…

…

電

剛

氏

翁

O

均

F
3
州
側
讐
}
品
目
印
〉
一
一
獲
を
一

史

丸

奪

事

務

絞

品

川

Z
V受
験

李

総

著

し

て

〈

だ

さ

い

。

一

一

一

名

ω申
し
込
み
闘
用
紙
山
林
狭
孫
子
掛
町

V
受

付

制

龍

一

一
一
命
後
気
綾
部
制
伝
島
民
一
ニ
名
役
場
総
務
関
陣
隊
員
係
で
宅
b
n

協
和
閥
間
十
五
年
五
万
一
良
…

一

一

帯

受

験

禁

絡

し

ま

す

。

か

ら

五

月

十

五

行

ま

で

受

一

一…

A
W
描
李
は
一
緩
和
一
一
十
一
年
同
日
@
ム
申
し
込
み
用
紙
を
務
使
で
詰
荷
台
け
ま
す
。
受
付
昨
吋
潤
は
一

一

-

主

す

る

場

合

は

、

封

筒

の

衰

年

務

ふ

ん

昨

吋

か

ら

午

後

間

関

時

一

一
E

n

月
一
一
告
か
ら
開
明
和
二
十
七

一

一

室

長

一

g
ま

で

に

生

ま

ま

で

、

永

沼

三

午

前

九

一

…

一

時

か

ら

一

ゑ

今

ま

で

伽

一
"
れ
た
者
。

一一

mw
女
子
は
怒
和
二
十
一
}
手
間

V
援
用
事
申
告
H

…

一

一

万

二

お

か

ら

閉

昭

和

二

十

七

間

開

税

制

m
A
S
双
努
力
均
一
お
…

一
一
年
間
宣
言
ま
で
に
ゑ
ま

wv
そ

の

後

…

〉

一

れ

た

議
υ

出
w
総
数
民
掛
慨
は
受
齢
制
山
中
し
刊
誌
吋

約

一

め

官

阿

部

ザ

学

絞

半

数

以

上

申

翁

み

設

に

出

ね

っ

て

哨

浦

知

し

ま

…

統
一
ま
た
は
、
こ
れ
主
総
楠
W
M
M

ナ
α

w

帥
一
上
め
学
カ
れ
お
ん
脅
す
る
考

m
w
そ
の
拍
陥
必
然
に
つ
い
て
は
…

機
…

m
w
本
防
.
M
L
府
和
総
ず
る
滋
v

主

総

係

予

防

絞

減

知

子

二

八

…

粧

一

斉

重

量

の

蓄

え

益

重

言

喜

一

〈

一

に

窓

枠

拡

す

る

と

樹

齢

ぬ

る

務

総

務

総

駁

長

距

開

静

思

議

町

…

マ

次

の

い

ず

れ

か

に

滋

巡

す

人

三

l一
二
三
議
出
向
一

一

る

表

は

受

験

で

き

ま

せ

袋

二

O
七

…

一

ん

ち

一

消
防
署
瀬
北
出
張
所
間
開
設

火
災
は
一
九
番
帯
救
急
は
八
一
一

i
O

職

員

募

集

に
「
受
験
申
し
込
み
期
総
務

求
」
色
朱
訴
し
、

mh郎会開抑

制
仙
し
た
川
崎
係
筋
封
筒
ハ
必
ず

十}札制
H
W
柄引a
を
は
る
こ
と
〉

加V
撒
・
し
町
時
み
J

平
総

m
w
取
し
込
み
巾
肉
に
必
閣
制
な
事
情
明

やw
，
口
悠
で
ね
附
入
し
、
此
一
夜
説
明

終
何
柑
謀
、
。
品
川
向
し
て
〈
だ
き

、。、hw
品W
串
・
し
込
み
沼
に
は
、
最
終
学

あ
れ
ツ
ま
ず
。
そ
し
て
消
防
則
市
や

救
ゑ
一
離
が
悶
T
く
山
山
齢
制
し
感
く
問
料

品
別
織
に
州
制
緩
ず
る
た
め
に
は
、

後
総
論
阻
絡
に
あ
た
っ
て
ま
ず

つ
火
災
い
か
「
救
然
い
か
を
そ

の
次
に
務
所
、
内
総
絡
に
つ
い

て
ぜ
き
る
だ
け
わ
か

9
や
す
い

属
機
を
と
ら
え
て
、
例
え
ば
、

一
九
番

「
火
倫
中
で
す
り
時
総
務
の
火
前
引
で

す
。
務
部
同
時
休
砧
K
G分
側
関
紙
耐
久
隊

機
の
樹
潟
市
点
一

0
0
メ
i
ト
ル
紋

淡
路
湾
総
力
ワ
ラ
畿
絞
め
蜘
棋
で

ず
。
」
あ
る
い
は
吋
害
救
ゑ
議
で

す
。
拘
試
滋
家
紋
明
、
す
e

務部閉山帖

県
議
淡
路
傍
滋
ハ

U
O総
務
鵠
別
加
問

湾
総
…
一

0
0
メ
ー
ト
ル
佼
。
自

効
率
の
州
側
部
山
衝
突
の
た
め
ま
だ

魚
向
者
な
数
出
す
る
と
と
が
で

き
ま
せ
ん
t

湾
総
お
開
閉
い
し
ま

す
ω
い
等
と
お
知
ら
せ
く
だ
さ

れ
ば
、
ぞ
の
機
的
主
心
機
、
凡
の

も
と
に
出
動
い
た
し
ま
す
の
で

そ
れ
だ
け
次
の
動
向
げ
に
獄
。
く
務

れ
る
わ
け
で
ナ
。

人的可柑叩
M
M
闘
精
常
戦
線
と
然
き
が

災
く
州
統
い
た
た
め
火
災
も
非
数

に
多
く
朝
価
指
す
で
に
昨
年
二
ヰ

開
閉
め
附
句
発
役
し
た
火
災
件
数

に
地
濯
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
火
の
先
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
ど
用
心
く
だ
さ
る
よ

う
お
寂
い
い
た
し
ま
す
り

身

体

障

害

者

相

談

柏

保

健

所

で

専

門

医

師

が

〈
見
つ
け
て
泌
総
す
る
こ
主
が

大
切
で
す
Q

挙
部
聞
や
紘
問
機
に
よ
っ
て
治
る

胤
総
み
の
あ
る
も
の
段
、
臨
抑
制
品

の
附
問
附
慨
に
入
附
怖
さ
せ
た
号
、
泊
期

附
胤
に
よ
叩
て
執
間
耐
淑
さ
山
官
、
そ
の

終
期
金
燃
が
か
わ
っ
て
灸
終
ず

る
資
総
院
院
後
と
い
う
制
制
変
が
あ

り
ま
す
。
と
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
や
脇
陣

携
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
さ
れ
て
い
る
か
た
母
た
め
に

私
的
体
総
説
明
マ
は
、
専
門
際
的
に

よ
り
次
め
と
お
り
粉
淡
や
綴
捕
時

念
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
す

す
ん
で
C
創
刊
捌
附
く
だ
さ
い
り

軍
綴
格
問
機
…
閉
め
隊
総
統

軍
端
常
務
判
明
時
制
関
係
伺
片
品
庁
附
問
木

掛
端
詩
午
後
二
時
一
日
一
十
分
か
ら

一
二
符
…
一
一
十
分
ま
で

V
制
相
談
銀
銭
安
隔
脚
内
開
山
川
弘
田
治

会
食
〈
検
出
・
犬
病
院
長
〉
偶

数
見
合
谷
先
生
(
松
整

形
外
科
骨
持
続
長
〕
奇
数
月

清
掃
料
金
一
領
収
書
変
わ
る

人
員
に
変
一
更
が
あ
っ
た
ら
申
し
出
を

附
附
羽
州
間
十
五
年
波
か
ら
後
阿
部

創刊
A
M
の
制
川
収
燃
が
然
わ
り
ま
す

幅
制
綴
紋
湘
闘
は
、
附
臥
制
凡
や
ガ
ス

の
州
制
向
帆
巾
仰
と
附
附
ヒ
に
な
り
ま

すの
た
れ
山
し
、
こ
れ
は
一
般
中
部
隊

だ
け
で
、
ア
パ
ー
ト
ゃ
会
経
暗
唱

は
い
ま
ま
で
の
飢
収
畿
を
つ
か

い
ま
す
u

み
な
さ
ま
も
、
す
で
に
ご
存

知
め
ζ

と
主
怒
い
ま
す
が
、
一

般
家
庭
申
料
金
は
、
住
民
基
本

会
議
か
ら
そ
の
月
の
一
日
現
在

的
人
間
対
で
人
一
議
側
関
な
好
材
併
し
、

あ
ふ
耐
伎
で
、
相
税
務
時
給
料
で
決
後

し
ま
ず
か
ら
人
気
の
務
動
絡
が

あ
り
e

ま
し
た
ら
必
ず
役
綴
絞
路

線
へ
療
し
出
向
て
悠
郎
両
総
本
会
綴

な
れ
叙
し
て
〈
だ
さ
い
a

作
民
陣
内
総
本
会
隙
棋
を
訂
正
し
な
い

問
問
ち
料
金
取
り
交
災
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

な
お
、
開
門
の
商
品
点
出
も
な
く
料

金
を
勘
制
約
し
た
場
合
‘
概
況
み
数

り
を
中
止
す
る
こ
と
が
ゐ
手
ま

す。

え
の

閥
的
向
抑
制
問
十
双
和
十
段
の
浴
火
数

郎
知
お
よ
び
谷
間
側
昨
日
ぷ
〈
総
予
防
総

齢
制
・
敬
次
の
幻
以
後
で
お
こ
な
い
ま

十
6

制
作
品
燃
は
粧
品
録
制
作
、
持
院
れ
刑
判
村

蛸
滞
金
丸
絞
め
て
“
…
綴
に
つ
き
山
本
中
ハ

r"， 
10.伐)-11.30
13.0喜一15.(声合

10.(治-11.00
12.30-13.30 
14.00-15.00 

1O.i鈴句11.3奇
13 00-14.30 

I時
遺

体

安

霊

と

iiJj 

(1: 

十
m
H
で
す
り
な
お
、
川
附
山
火
の
場

合
ゆ
い
巾
止
し
ま
十
。
小
沈
し
れ
九

時
は
あ
ら
た
め
で
災
総
対
日
合

絞
殺
取
に
よ
り
h

抑
制
知
ら
砕
い
し
ま

十
'
A
V10.00-11.30 

13. (裕一13.30
14 00-15，00 

10，(沿-Jl30 
13. 3J-15. 00 

利
汚
し
た
い
方
は
出
中
し
山
山
を

成

東
葛
中
部
地
区
縫
合
間
開
発
事

務
総
合
(
綿
布
・
流
山
市
・
我

孫
子
町
・
沼
+
随
時
叫
)
の
問
中
市
符

に
よ
る
共
問
事
務
処
漂
拙
相
会
で

は
、
仲
間
民
が
死
亡
し
た
k
き、

い
ろ
い
ろ
の
理
由
に
よ
っ
て
潔

火
線
す
る
主
投
話
'
で
、
及
品
仲
を

安
叫
脱
し
て
お
け
な
い
人
々
の
た

め
に
、
火
耕
作
携
の
}
鮒
仰
仰
い
流
体

波
紋
滋
た
つ
く
れ
ツ
ま
し
た
の
で

iJI 
拐

希
望
の
方
沖
仙
南
申
し
込
み
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
時
問
問
問
料
金
は
一
体
一

絡
に
つ
き
絡
会
出
円
縫
住
者
は
五

夜
間
け
、
絡
会
外
出
閥
ん
採
点
制
は
平
行

で
す
必浦町
制
燃
に
つ
い
て
は
、
品
開
中
市
役

添
市
川
本
縁
側
親
会
激
減
税
制
岬
ハ
後
緩

みハ令
l
…
…
山
一
内
線
一
一
入
浴

後
へ
お
側
開
会
せ
く
た
さ
い
。
〉

路

交

付

務
氷
山
以
来
年
三
月
中
本
立

川
引
也
問
翁
特
別
交
付
殺
の
務
家

裁
開
問
は
‘
三
月
一
以
十
一
日
ま
で

と
な
内
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
開

会
で
}
年
間
〈
昭
和
四
十
六
年

一
一
一
足
三
十
一
日
ま
で
)
延
期
さ

れ
ま
し
た
。

こ
り
特
別
交
付
金
の
支
給
対

象
者
は
、
問
問
和
二
十
年
八
月
十

来
日
ハ
的
科
酷
帆
U
H
)

ま
で
に
…
年

以
上
外
輪
招
で
民
泊
仲
試
し
て
い
た
と

い
う
事
実
が
必
百
貨
で
す
。

該
当
者
で
ま
だ
誼
請
求
さ
れ
て

い
な
い
方
泳
、
我
孫
子
符
役
場

厚
生
務
ま
で
串
・
し
箆
て
く
だ
さ

、。L
 

間
副
本
側
搬
炎
予
妨
綴
峨
慨

10ω-12パ沿
13.む0-14.00

門
日
本
料
納
炎
母
子
時
間
協
拭
絞
殺
今

年
も
次
の
と
わ
論
争
指
泌
総
い
た
し

ま
す
の
で
、
ツ
ヤ
必
然
だ
け
で
な
く

大
人
も
そ
ろ
っ
て
が
受
ゆ
り
く
だ

さ
い
。なb
o
J

今
年
初
め
て
受
け
る

ガ
ざ
一
線
{
拙
訴
時
様
、
昨
昨
年
受
け
た

ガ
は
一
一
総
後
暗
械
で
す
。

時
間
午
後
二
位
付
か
か
一
一
一
時
ま

で
で
す
。

料
金
大
人
子
供
共
一
計
八
十
円

該
当
者
生
後
一
一
一
カ
符
月
以
上
の

器
禁
姿
。

。穐熱紙

深
場
衛
徐
州
作
業
良
樹
材
輸
嫡

附
叫
で
は
次
め
と
お
り
滅
的
持
制
問

伎
作
然
災
役
務
嶋
慨
し
て
-
お
ち
ま

す
の
培
、
稲
胡
盟
者
は
瞬
間
続
世
間
終

舎
の
う
え
保
健
衛
生
務
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

募
集
人
民

議

境

綴

生

運

転

手

一

名

環

境

衛

生

作

業

員

二

名

応
募
資
持

十
六
才
以
上
問
十
才
米
掛
闘
の

男
子給
与
一
刻
淡
の
と
決
法

我
孫
子
郵
便
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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郵
便
局
の
恕
創
出
貯
金
の
利
子

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
ω

十

平
和
附
け
て
お
け
ば
市
中
利
匂
計
算

L
Z
み
ま
す
k
、
年
七
分
六
附
閥

一
一
…
混
と
い
う
世
間
約
制
糊
り
に
な
-
り

ま
す
匂

後
過
激

金
と
関
門
じ
よ
う
に
い
っ
明
、
も

お
ふ
闘
に
払
い
も
ど
し
が
で
き

ま
す
。

市w
十
如
小
問
問
は
お
童
歯
き
か
え
の
必

蹴
討
が
あ
ち
ま
せ
ん
。

品
留
学
年
後
約
で
す
か
ら
毎
月
利

子
に
剖
利
子
が
つ
き
ま
す
。

②
我
孫
子
郵
便
局
転
員
が
地
域

制
約
に
毎
E
怒
っ
て
い
ま
す
の

で
家
に
い
な
が
ら
貯
金
が
で

き
ま
す
。

m
w雨
宮
入
禁
事
者
約
し
か
も
貌
念
。

ぷ
で
も
お
相
暗
遂
に
な
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
「
お
子
機
教
材
間
後
一

ゑ
い
「
持
腕
綴
榔
誠
会
」
平
イ

ホ
i
ム
づ
く
号
い
な
Y
い間判的削絞

殺
に
紋
ピ
タ
タ
言
明
w

字。

吋ぷ
i
ナ
九
」
「
e
中
山
制
時
代

会
い
も
ひ
と
ま
ず
〆
お
蛸
押
に
な
っ

た
物
品
蛸
制
緩
品
開
へ
校
児
知
子
務
総
局

明るい話題員長

我
孫
子
肺
門
我
日
開
，
f

五
九
七
i
一
の
訊
問
ι
院

す
ん
次
隊
さ
ん
か
ら
衣

絞
め
容
僚
が
あ
き
ま

し
た
。
蜘
刊
で
は
、
さ

っ
そ
く
期
間
っ
て
い
る

人
に
絞
布
ず
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。




